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内容の要旨及び審査の結果の要旨

脊椎腫瘍では，脊髄の存在や解剖学的理由から腫瘍病巣内切除を余儀なくされる場合がある．本研

究では，T-saw，Ｇｉｇｌｉｓａｗとメスを用いて腫瘍病巣内切除を行って人工的な腫瘍細胞による汚染を生
じさせ,その後の腫瘍増殖能を比較検討した汚染後の腫瘍増殖は,臨床的には局所再発に相当する．

ヒト線維肉腫細胞をヌーＦマウス皮下に移植し,腫瘍塊を形成したところで一塊として摘出し，T-saw，

Giglisawとメスを用いて腫瘍に割面を入れた．､各種の方法でカットした腫瘍割面と使用した器具を
露出させたマウス皮下組織に１０秒間擦り，腫瘍増殖を経時的に観察した．また，各器具に付着した

腫瘍組織を回収して，トリパンプルー染色後生細胞数を計測した．さらに，同重量の腫瘍塊と単細胞

状態の腫瘍細胞をマウス背部皮下に移植し,腫瘍増殖を経時的に観察した.腫瘍割面の汚染実験では，

腫瘍の増殖はT-sawグループで167％，Giglisawグループで５０％，メスグループで33.3％に認めた．

器具による汚染実験では，腫瘍の増殖はT-sawグループで167％，Giglisawグループで33.3％，メス

グループで333％に認めた．器具に付着した細胞数は，T-sawグループで有意に少なかった．腫瘍塊

および腫瘍細胞の移植実験では，腫瘍塊移植の場合には100％に腫瘍の増殖を認めたが，単細胞状態

の腫瘍細胞移植では77.8％に認めた．移植腫瘍がＺｘ２ｍｍの大きさになるまでの時間は，腫瘍塊移植

では１３０±４２曰，腫瘍細胞移植では有意に長く387±23.5曰であった．T-saw，Giglisawおよびメ

スによる腫瘍の汚染実験による腫瘍増殖能の差は，各器具の形態，鋭利さ，表面面積に起因している

と考えられた．また，単細胞状態の腫瘍細胞移植で腫瘍増殖率が低下していたのは細胞間伝達機構の

障害によると推測された．本実験は臨床的な腫瘍切除に対応した腫瘍汚染実験あるいは局所再発の再

現モデルとして有用であった．そして，腫瘍を病巣内切除する場合Giglisawやメスに比較してT-saw

は，低率な局所再発という点でより安全な器具と考えられた．単細胞状態の腫瘍による術野汚染は，

腫瘍塊と比較して腫瘍増殖能は有意に低かった．細くてシャープなT-sawを用いた脊椎全摘術は，病

巣内切除による腫瘍細胞汚染を最小限にしていると考えられた．以上，本研究は脊椎腫瘍手術におけ

る腫瘍細胞散布の予防法を研究したものであり整形外科学に貢献すると評価された．
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